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木造住宅の耐震診断が
無料でできます

住宅の耐震化にかかる
設計・改修工事の補助

住宅内の地震の備え
を支援します

耐震診断をご希望の方へ

耐震診断士を派遣します

家具や電化製品に取り付ける転倒防止器具等の購

入費用の一部を補助します

器具等を取り付ける世帯の世帯主の方から申請がで

きます（１世帯につき１回限り）

昭和５６年５月３１日までに完成した住宅のう

ち、 耐震診断で総合評点が１．０未満の住宅

（木造 /非木造は問いません）

※その他一定の条件があります

交付申請書

購入品の内容を記載した領収書・レ
シート等の原本

申請者の市税の滞納のない証明書

家具等転倒防止器具または照明器
具等の落下防止器具

ガラス飛散防止フィルム

感震ブレーカー（取付工事費は除く）

食器棚等の扉の開閉防止金具
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助
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も
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建物

補
助
額

補
助
額

必
要
書
類

設計…上限 30.5万円 /１戸

工事…上限 165万円 /１戸

補助対象経費の1/2 （上限１万円）

※100 円未満は切り捨て
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住宅耐震化 家具転倒防止

今年度の受け
付け

が始まりまし
た

「もしも」に備えを！

防災の
ススメ
■防災対策課　☎57-8501

5/12 14:30 ～ 16:40

派
遣
職
員
：
田
村
紘
規
主
幹

紘
規
主
幹

令和６年能登半島地震

被災地派遣記録

片田教授は「自然災害による犠牲者ゼロの社会づくり」を目指して、災害への危機管理対応・防災教育
のあり方等について研究し、地域での防災活動を全国各地で展開しています。教授が提唱する「津波避
難の三原則」は東日本大震災で多くの子どもたちの命を救ったとされ「 石の奇跡」とも呼ばれています。
南海トラフ地震に対する自助・共助・公助などの備えについて講演いただきます。
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日

入場無料

手話通訳
要約筆記
あります
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